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（協議経過）

 

１ 開会あいさつ 

○中央本町地域・保健総合支援課長 

みなさんこんにちは、中央本町地域・保

健総合支援課長柳瀬でございます。昨年度

から引き続きまして、今年度も部会の委員

を務めさせていただきます。委員の皆様に

おかれましては大変お忙しい中、この会議

にご出席いただきまして、誠にありがとう

ございます。日頃より、足立区の保健衛生

行政に多大なるご理解ご協力ただきありが

とうございます、重ねて感謝申し上げます。 

この自立支援協議会は、地域における障

がい福祉に関する関係機関による連携、支

援の体制整備の協議の場となっております。

本日は、精神医療部会と権利擁護部会の合

同での会議とさせていただきます。 

各部会での検討状況でございますが、昨

年度の精神医療部会においては、精神障が

いにも対応した地域包括ケアについて議論

を進めてまいりました。権利擁護部会にお

いては、差別の解消をテーマに事例の検討、

整理を行ってきたところです。 

昨年度は両部会において、委員の皆様か

らご意見をいただいたところですが、特に

住まいについてたくさんのご意見をいただ

いたところです。それを受けまして、本日

は住まいをテーマに障がい者の方の住居の

確保につきまして課題を共有すること、課

題の解決に向けまして議論を進めさせてい

ただければと思っております。 

ご出席の委員の皆様におかれましては、

それぞれのお立場から忌憚のないご意見を

いただければと思います。本日いただきま

したご意見等については、精神保健行政、

障がい者施策に活かしていきたいと考えて

おります。それでは、これから午後４時ま

で２時間ほどの長い時間になりますが、ご

協力をお願いいたします。 

 

２ 新委員、オブザーバーの紹介 

 

３ 議事 

○樋口精神保健係長 

本日は議事が２件ございます。１番目が、

「住宅課で実施している住居支援施策につ

いて」。２番目が、各委員の皆様からご提

供いただきました住まいの確保に関する事

例についての共有、課題の抽出を行いたい

と考えております。 

それでは中村部会長、進行をお願いいた

します。 

 

〇中村部会長 

みなさんこんにちは。権利擁護センター

あだちの中村でございます。よろしくお願

いします。本日進行をさせていただきます

のでよろしくお願いいたします。 

それでは、議事の１番目「住宅課で実施

している住居支援施策について」大越係長

さんからお願いいたします。 

 

〇大越住宅計画係長 

住宅課住宅計画係長大越と申します。本

日はよろしくお願いいたします。住まいを

テーマということで、住宅課で行っている

施策ですとか、内容等についてご説明させ

ていただきます。お手元の資料２「住宅課

で実施している居住支援施策について」を

ご覧ください。 

公営住宅の窓口ということで、住宅課で

は区営住宅の募集案内、都営住宅の募集案

内。都営、区営の中にもシルバーピアとい

った高齢者向けの施設もございますので、
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それらの施設の募集案内の対応をしていま

す。具体的には、区営住宅については約 800

戸、都営住宅ですと約 30,000 戸、足立区に

ございます。都営住宅は、特別区全体の

20％が集中している状態となっております。 

続きまして、住宅に関連する相談としま

して、いろいろなお悩みを抱えている方に

対しまして、いくつか相談窓口を用意して

おります。 

①の住まいの相談ということで、月に１

回、第二水曜日に相談員に建築士を招いて、

戸建て住宅がメインになりますが、ほぼ何

でも相談できる形を取らせていただいてお

ります。中には、新築、改築だけではなく、

リフォームですとか、近隣とのもめ事や大

家との関係やいろいろなお話をさせていた

だいております。 

②分譲マンション相談ということで、分

譲マンションにお住まいの方、どなたでも

ご利用できるのですが、維持管理をはじめ、

近隣との付き合いですとか、組合との関係

など、何でも対応している状況です。こち

らも月１回、第三水曜日に行っております。 

③総合住宅相談会ですが、年１回、１０

月開催で、今年度は１０月５日土曜日に開

催予定です。こちらでは、色々な問題とい

うのは建築士やマンション管理士だけで解

決できるわけではなく、弁護士や税理士、

家屋調査士だったりと、色々な人が関係す

る問題も多々ございますので、そういう方

を一度に呼んでですね、解決を図ろうとい

う事で実施しております。相談員として、

建築士、宅地建物取引士、税理士、弁護士、

司法書士を呼んで対応しているところです。

実際に相談に来る人は、一般の方をはじめ、

高齢者や障がい者の方、いろいろな方が来

られています。 

続いて住宅等の紹介ですが、①住宅あっ

せんになります。裏面を見ていただけると、

書式を載せさせていただいているのですが、

こちらの制度について簡単に説明させてい

ただきます。お客様が探されている住宅の

要望を聞いて、それを足立区と協定を結ん

でいる宅地建物取引業協会、全日本不動産

協会の二つの協会にその情報をお伝えし、

合う内容を探していただいて、合うものが

あれば直接不動産屋さんから相手方に連絡

がいく仕組みになっております。 

実績は、昨年度９１件お申込みいただき

ました。成約が決まったら足立区に報告し

てください、となっているのですが、不動

産屋も横のつながりとか、自分が話を受け

たのだけれども結局仲介で他の不動産屋と

最終的に契約したとかで、全部の報告をい

ただけていないというところは課題ではあ

るのですが、それでも２０数件の報告をい

ただいているのと、引っ越された方という

のも確認していて、９１件中約半分くらい

の方は引越しされているという状況です。 

今年度につきましては、２０件ご相談い

ただいております。相談いただいている方

は、高齢者が多いのですが、だいたい５０％

ぐらいになります。あとは障がい者、外国

人、若い世代ですとか、いろいろな方から

ご相談いただいている状況です。こちらの

制度は、住宅確保要配慮者を対象とした制

度となっておりまして、区内在住で、区内

に引越しを考えている方を対象として行っ

ています。 

続いてセーフティネット住宅の紹介とい

うことで、平成２９年度に住宅セーフティ

ネット法が改正されまして、住宅セーフテ

ィネットの登録住宅というのを、東京都が

主体となって進めているという状況です。

こちらは住宅確保要配慮者が入居できる住

宅の登録に向けて、進めておりまして、普
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及啓発、どこにアクセスしたらいいかなど

のパンフレットを窓口に置かせていただい

て、見ていただき、探していただくなどご

紹介させていただいています。まだ始まっ

たばかりで件数が伸び悩んでいるのですが、

東京都全体で７９４戸の登録住宅がござい

まして、うち足立区では４１戸ございます。

なかなか普及していない状況でして、４１

戸あるのですが、建物棟数でいうと４棟で

す。ただ、その４棟中３棟というのはシェ

アハウスになっております。一定の基準を

クリアしないと登録はできないのですが、

バリアフリーとかに配慮されているかとい

うと、そこまで配慮はされていなくて、ま

だセーフティネット住宅というのが実を結

んでいない、まだ発展段階であると言えま

す。 

続いて、住宅に関する助成制度の紹介と

いう事で、足立区で行っている住宅関連の

助成制度、例えばバリアフリーとか、耐震

とか、ご紹介させていただいて、普及啓発

を図っています。 

続いて、住宅改修費の助成ということで

具体的に言いますと、自己所有の建物で手

すりですとか、段差解消、これは部屋内も

そうですし、マンションでいえば共有部分

も対象になります。そういったものに、一

部補助をする制度となっております。こち

らに関しては、高齢者であれば高齢福祉課、

障がい者であれば障がい福祉課が対応して

いるところです。 

続きまして、その他になりますが、住ま

いるインフォメーションの作成ということ

で、いままでご説明させていただいた内容

というのを、個々で説明してもわかりにく

かったり、いろいろな窓口に確認しに行か

なくてはいけないという状況をふまえて、

足立区では住まいに関する事、全てをまと

めた情報誌を年一回更新させていただいて、

発行しております。 

例えば、７ページ、８ページを開いてい

ただくと、バリアフリーの内容が記載して

ございます。バリアフリーといっても対象

によってはいろいろございまして、例えば

６５未満の予防を兼ねたバリアフリーとい

うのは住宅課がメインでやっております。

６５歳以上の高齢者につきましては、７ペ

ージの下の部分ですが、高齢者につきまし

ても「要介護」「要支援」受けているか、

受けていないかによって、窓口が変わった

りですとか、右側に行きますと、障がいの

ある方は障がい福祉課でお願いしますとか、

いろいろ同じ内容でも分かれていますので、

一冊にまとめてどれが対応できるのか、ど

こに該当するのかというのをまとめており

ます。毎年新しい内容を盛り込んで各セク

ションに置かせていただき、またホームペ

ージにアップさせていただいているような

状況です。 

続いてなのですが、記載はないのですが、

足立区でこれから取り組んでいこうとして

いる内容について、説明させていただきま

す。今、住宅セーフティネット法が改正さ

れて、各都道府県、若しくは市区町村で居

住支援協議会を設立し、居住支援を検討し

ていくという動きが強くなってきています。

足立区ではまだ居住支援協議会というのは

ないのですが、居住支援に対する考え方、

どういう支援が出来るのかというのを、今、

検討している最中でございます。例えば、

明日なのですが、不動産協会さんとかと連

携を図って、現状どうなっているのか、高

齢者への対応、障がい者への対応がどうな

っているのかなどの会議を行い、検討を進

めております。 

また、東京都では居住支援法人という法
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人を指定する制度がございます。こちらも

今年度から行っておりまして、足立区東綾

瀬にある「メイクホーム」さんが、居住支

援法人として指定されて、住宅確保要配慮

者に対して住宅を紹介したり、区と連携を

取ってやっているところです。 

最後になりますが、これは福祉の話にな

るのですが、梅田地区でモデル事業をやっ

ておりまして、その中で住宅相談というの

をやらせていただいています。地域包括と

連携してやっているのですが、窓口で待機

しているのではなく、窓口に来られない方

などの声を拾うということで、外に出てモ

デル事業としてやっているのですが、今お

話を聞いていると、簡単に住まいだけで解

決できる話ではないことが多いという印象

です。もちろん住まいの問題もあるのです

が、それ以外にも生活支援ですとか、環境

ですとか、地域との関係ですとか、色々な

問題が重なっていて、一筋縄ではいかない

なというのが、最近感じているところでは

あります。その内容も含めて皆様からお話

が聞ければと思います。よろしくお願いい

たします。住宅課からは以上になります。 

 

〇中村部会長 

ありがとうございます。今のお話を聞い

ていただいて、皆様の方からご質問とかご

意見等ございましたらお願いいたします。 

いかがでしょうか。 

 

それではすいませんが私の方からですが、

住宅確保の要配慮者という方たちは、どの

ような方を想定にしているのか、先ほど高

齢者、障がい者、外国人の方とおっしゃっ

ていたのですが、他にも対象になる方とい

うのはいらっしゃるのですか。 

 

〇大越住宅計画係長 

住宅確保要配慮者というのは、住宅セー

フティネット法に位置付けられていまして、

あとは東京都の条例にも、どのような方が

該当するのかというのが明確に記載されて

おります。その中で代表的な方で言います

と、高齢者、低所得者、障がい者、外国人、

あとは幅広いのですが、子供を養育してい

る方、代表的なところで、ひとり親の方で

すとか、そのような方々が主なところです。

ただ、細かいところで行くと、ＬＧＢＴの

方ですとか、Ｕターンしてきた方とかです

ね、かなり広義な意味合いが含まれていま

す。 

 

〇新垣委員 

セーフティネット住宅ですが、こちらは

保証人とか必要になるのですか、若しくは

制度の中で紹介していただけるとかあるの

ですか。 

 

〇大越住宅計画係長 

セーフティネット住宅に関しては、積極

的に受け入れるというところでですね、た

だ会社によっては保証人を立ててほしいと

か、あとは保証会社、今は保証人というよ

りも保証会社をつけてくれればいいよとい

うケースが、不動産屋は多いです。ただ、

不動産屋は保証会社でもいいと言うのです

が、保証会社が保証を受けてくれるのかと

いうのが課題であって、なかなか保証会社

が保証するにあたって保証人というか、身

寄りがしっかりしていないとなかなか保証

してくれなかったりというのが、課題がず

れたというか、同じ課題なのですが不動産

屋さんから保証会社にずれたというのが現

状だと思います。 
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〇森澤部会長 

先ほどの東綾瀬の不動産屋さんは、噂に

は聞いていたのですが、どのような事をさ

れているとか事例があれば教えていただけ

ればと思います。 

 

〇大越住宅計画係長 

まだ一回しかお会いしていないのですが、

説明を聞かせていただいた限りでは、足立

区でも福祉事務所ですとか、あちこち相談

に行ったのですが上手くいかなかった人を

ご案内させていただいたりですとか、直接

連絡したりしているというのは聞いており

ます。積極的に低所得者の方ですとか、障

がいを持っているので受け入れてもらえな

かった方ですとかを、親身になって対応し

てくれて、経験を色々お持ちみたいで、す

ごい共感できるというか、自分事で苦労し

てきた部分もあったりと、すごい親身にな

ってやっていただいているという印象を受

けました。 

 

〇森澤部会長 

どこかにパンフレットを置いてあったり

とかしますか。 

 

〇大越住宅計画係長 

メイクホームさんのパンフレットは会社

様に行かれたらもらえるとは思うのですが、

東京都のホームページに、居住支援法人の

ページがございまして、そこに指定が１番

から２０番ぐらい、２０法人ぐらい指定を

受けている状況でして、その中でメイクホ

ームさんが１９番目の指定を受けておりま

して、指定年月日が今年の３月２８日にな

っているのですが、そちらに支援業務の対

象者、どのような方を支援しますという項

目もございまして、例えば、低額所得者、

被災者、大規模災害被災者、高齢者、身体

障がい者、知的障がい者、精神障がい者等々、

記載がございます。 

 

〇中村部会長 

住宅あっせんは、平成３０年度の実績が

９１件ということでしたが、経年で見て増

減というのはどうでしょうか。 

 

〇大越住宅計画係長 

昨年度は、３倍ぐらい増えています。今

まで５０件行かないで、３０～４０件程度

を行ったり来たりしていたのですが、昨年

度あたりから急激に増えている状況です。 

 

〇中村部会長 

急激に増えた原因というのは、何か分析

とかしていますか。 

 

〇大越住宅計画係長 

話しは色々と聞いていますが、まずどう

やってこの制度を知ったのかですとか、ど

ういう経緯があったのかというところを聞

かせていただいているのですが、まず住宅

セーフティネットという言葉が今まで聞い

たことがなくて、その言葉が普及してきた

というのが、皆さんのご意見にありました。 

あともう一つ大きいのが、去年に限った

話ではないのですが、空き家というのが結

構増えてきて、とにかく建物が経年劣化し

てきている状況で、大家さんも出ていって

ほしいという相談が最近非常に多いです。

おそらく土地の値段が上がっていて開発業

者が営業をかけていたりというのもあるか

と思うのですが、とにかく建て直したいと

か売りたいとかで、立ち退きという話です

ね。それで、立ち退く必要はないのですが、

それは大家さんの意見であって、住んでい
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る人の権利もありますのでというお話をさ

せていただくのですが、一回言われてしま

うと居づらいというのが、相談を受けた方

は口をそろえて言われてですね、自分が意

固地になって居座っているような雰囲気に

なっているという事で、そういう話を受け

たら引っ越さざるを得ないと感じる方が多

いようです。 

 

〇江黒委員 

うちの近所に生活保護を受けている方が

４人いて、８人ぐらい住めるアパートに全

員いて、１、２ヶ月で立ち退きをしてくれ、

もう壊すからと言われてしまっていて、不

動産屋さんが熱心に生活保護以内の家賃で

住めるところで、とりあえず日当たりがい

いところがいいといって、新しくてきれい

なところではないけれど、古いアパートで

同じ西部事務所が近いところで、と色々言

って、不動産屋さんが配慮してくれて探し

てくれたという話を聞きまして、そのよう

なご理解があって、生保ということも含め

てきちんとした対応をしてくれた不動産屋

さんもあってよかったと、いい事例なので

すがそのような事もありました。 

やはり、今は障がい者だけではなく高齢

者や外国人、低所得者、ひとり親もそうで

すし、反社会的勢力の方たちなど、足立区

はとても多いので、その辺は課題が出てく

るのかと思います。 

 

〇中村部会長 

私どもの権利擁護センターあだちでも、

福祉サービスの利用援助ですとか、金銭管

理など判断能力の低下した方たちのお手伝

いをさせていただいているのですが、その

中でも立ち退きという問題は結構出てきて

いまして、たとえば立ち退きを迫られた際

に法律的な知識も必要になってくるかと思

うのですが、役所の中でご相談できるよう

な部署というのはあるのでしょうか。 

 

〇大越住宅計画係長 

住宅課では建て替えとかがメインになる

のですが、法律的な相談では、足立区役所

の中で区民の声という部門がありまして、

そちらで不動産相談、不動産の法律的なと

ころ、あとは弁護士相談の二つございま

す。弁護士相談は弁護士さんに相談を、不

動産相談は宅地建物取引士さんに相談とい

うことで、まずは不動産相談で法律の部分

の手前の相談をしていただくように案内し

ています。そこでどうにもならないようで

あれば、弁護士相談で弁護士さんに相談し

ていただくような流れで案内しています。 

 

〇中村部会長 

弁護士さんの相談というのは決められた

日程とかあるのですか。 

 

〇大越住宅計画係長 

月曜日から金曜日、毎月第二土曜日と第

四日曜日で、時間を合せていただくような

形になります。 

 

〇中村部会長 

相談者に合せて設定していただくという

事ですね。 

今の件で言いますと、立ち退きに関し

て、私どもの利用者さんの中にいまして、

顧問弁護士がいるのでお尋ねしたところ、

相当期間をもって、前もって宣言したうえ

で、それ相応の保証、新しいお住まいの敷

金礼金ですとか、数か月分の入居料をもっ

て出来るという事でして、立場的にはかな

り居住者のほうが強いというのをお聞きし
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ているので、専門的な部分も含めてご相談

に乗ってくれるということですね。 

住まいるインフォメーションについて、

きれいなパンフレットをお配りいただいて

いますが、こちらの内容も含めて情報提供

いただきましたが、こちらも含めてご質問

等ありませんでしょうか。 

 

それでは、議事の１番については以上と

させていただきます。次に、住まいの確保

に関する事例という事で、前もって皆様の

方から身の回りの事例ですとか、かかわり

のある方たちの事例をいくつかご提供いた

だいています。資料の５ページから、大き

く分けますと住宅の確保について困ってい

る事、工夫等している事、うまく手続きが

進んだ事例という事で、前もって事例をご

提供いただいています。本来でしたら、全

ての事例についてご案内いただきたいとこ

ろなのですが、時間も限られておりますの

で事務局と相談し、いくつか事例をピック

アップさせていただいて、事例説明含めて

意見交換をしたいと思います。 

まず、困っている事例から、５ページ

（２）の事例について、新垣委員からご説

明いただけますでしょうか。 

 

〇新垣委員 

住まいの確保について困っているという

ことで、保証人の問題が深刻な状況で、保

証会社を要するけれどその審査が通らない

ということと、緊急連絡先を持たない方も

多くいらっしゃるので、そのような患者さ

んだとその時点で断られてしまったり、最

近のケースでは単身でアパートに入ってい

たのですが、親御さんが亡くなってしまっ

て更新時に緊急連絡先が無いという事がわ

かった時点で不動産屋さんも更新できない

となって、保証会社にもお願いしたのです

が全部審査に落ちてしまって、結局更新に

間に合わなくてアパートを出ることになっ

て、生保の方だったので一時施設をお借り

してアパートを探したという人もいまし

た。 

アパート探しはいつも苦労するのです

が、不動産屋さんも協力してくれるのです

が、精神科の病院の患者さんだとＮＧと言

う大家さんもいらっしゃり、具体的に物件

をお願いすると、そこはＮＧなのですよと

言われてしまったりして、これは権利擁護

の問題にもなってくるのかと思うのです

が、実際はアパートに入られて病状が悪く

なって、かなり不動産屋さんや大家さんに

迷惑をかけてしまう結果になってしまう事

も多くあるので、地域の理解だとか、今は

昔と違って在宅のいろいろな支援が精神の

方でも使えるようになっていて、そのあた

りの理解も深めていただけると、貸してい

ただけるという関係性も作れるのかなと、

思っています。 

 

〇中村部会長 

皆さん、同じような事例で困っているケ

ースもあると思いますが、今のお話をお聞

きしてご意見、ご質問ですとか、身の回り

の事例等ありましたら情報提供いただけた

らと思うのですが、いかがでしょうか。 

 

〇内田委員 

グループホームを退居してアパートを探

す際に一番困るのが、暴力団関係、反社会

的勢力だった方たちで、生活する能力は訓

練で身についているのですが、その後の行

き先がどうしても見つからなくて、結果、

更生施設とか救護施設にお願いするという

ケースが多くなっています。今お話があっ
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たような中に、もしかしたら反社会的勢力

の方も受けてくださるのでしょうか。 

 

〇大越住宅計画係長 

反社会的勢力の方が対象かどうかという

のは、聞いたことがないので対象にはなっ

ていないかもしれないのですが、今回のメ

イクホームさんもしかりなのですが、その

ような方に寄り添ってやっていこうという

会社さんは、多くはないですが中にはいら

っしゃいます。不動産協会とも話をしてい

るのですが、全員が高齢者、障がい者が難

しいという訳ではなくて、受け入れてくれ

るところもたくさんあって、区のあっせん

事業もしかりなのですが、例えば２０件受

け入れて引越しまでしましたと報告くれた

ところというのは、ほとんど同じ会社さん

になります。全体数でいえば少ないです

が、そのような方に寄り添っている会社さ

んもあるのは事実です。そこに相談してみ

るというのは十分価値があると思います。 

 

〇内田委員 

実際、グループホームを利用しているの

で、活動を続けているという事ではなく

て、以前にそのような経歴があって全身刺

青がしてあったりとかで、データに残って

しまっているようで、それで断られてしま

うというようです。それなので、就労Ｂな

ど週５回しっかり通って、ご本人はいろい

ろな面で社会貢献をしていこうという意欲

のある方たちが、過去のいろいろな事でデ

ータ上はねられてしまうという方が多くい

らっしゃるので、入居の時点でそうなると

そのような経歴がある人は受け入れるのは

難しいという問題もあります。 

それ以外に物件を探す段階で困る事とい

うのは、緊急連絡先というところで、今年

４月ぐらいから不動産の制度、法律が変わ

ったのか、不動産業者さんから今までは保

証人が絶対必要だったのですが、変わった

ことによって保証人さんは要らなくなっ

て、保証人協会を通すことになって、それ

で絶対必要なのが、緊急連絡先ですという

説明を受けました。その際に、緊急連絡先

は身内でなくてもあなたがなってもいいで

すよ、というのは結構言われたのですが、

個人的にはならないという事でお断りをし

ているのですが、連絡先というのは会社の

方でも、お友達でもいいですよと言われて

も、なかなか見つけることが難しいという

状況です。 

 

〇大越住宅計画係長 

補足として、最近民法が変わりまして、

これは区営住宅にも言えることなのです

が、今までの保証人に関するルールが大き

く変わりました。その中で、区の方針や都

の方針もはっきりとは出ていないのです

が、保証人ではなく緊急連絡先、緊急連絡

人で対応していこうかという動きがありま

す。 

 

〇中村部会長 

いま内田委員からおっしゃっていただい

た、反社会的勢力の方たちでも社会貢献し

たいということで、その入り口で躓いてし

まうとそのお気持ちもというところも。新

垣委員の事例でもありますが、精神の患者

さんはＮＧと、頭から言う不動産屋もいる

というところでは、当然、権利擁護の観点

からあってはいけないことなのですが、実

際に事例として挙がってきてしまっている

という中では、相談できる行政の部署とい

うのはあるのですか。 
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〇後藤英樹委員 

足立福祉事務所中部第一福祉課長の後藤

です、生活保護受給者の方へのサービスを

担当しています。生活保護のケースです

と、生活保護のケースワーカーに相談をい

ただきますし、障がいサービスであればそ

ちらの部署に相談するというところで、ど

こか一本化した窓口があるということでは

ない状況というところです。 

 

〇中村部会長 

関係者の方の中でキーパーソンとなって

いる方に相談するという形ですか。 

 

〇後藤英樹委員 

それが現状だと思います。 

 

〇中村部会長 

知的障がいであれば、知的の援護ワーカ

ーさんであり。 

 

〇後藤英樹委員 

そうですね、それも決まったものではな

く、その方の一番キーになる方から相談を

受けていくというところかと思います。 

 

〇中村部会長 

ありがとうございます。今のご意見踏ま

えていかがでしょうか。 

 

〇名久井委員 

すこし視点が違うかもしれませんが、２

番目の足立病院の方はＮＧという、これは

精神障がい者はダメという意味なのでしょ

うか。 

 

〇新垣委員 

多分、そのような意味合いですよね。通

院されている方は、ちょっとダメですとい

う大家さんの物件ですということで。不動

産会社さんというよりは、大家さん自身が

入居の方を選んでいる時点で、不動産屋さ

んにそのようなオーダーを出しているのだ

と思うのですね。 

 

〇名久井委員 

これは完全な差別で。 

 

〇新垣委員 

そうですね、そのあたりも説明させてい

ただいて、差別の問題というのは不動産屋

さんであったり大家さんであったりは今ま

での経験の中でおっしゃる方もいらっしゃ

って、その辺の溝を埋めていく作業という

のが、一方的にこちらが貸せというだけで

はなくて、貸してもらえるためにどういう

理解を深めていけばいいのかとか、そうい

う動きが必要ではないかと思います。 

先ほど、住宅課の方がおっしゃたよう

に、不動産協会さんとか、あまりこちらも

馴染みがないのですが、宅建協会さんとい

うところに、研修会とかで障がい者の支援

のあり方を話したり、お互いに歩み寄りが

無いと住宅の問題というのは解決しにくい

のかと感じています。 

 

〇中村部会長 

病院に通院されている方は、というとこ

ろで出てきていますが、こちらについてい

かがでしょうか。 

 

〇久下委員 

私の病院の近くにもいくつか不動産屋さ

んがあるので、なんとかそこを繋ぐという

ことで色々やっているのですが、足立区は

舎人ライナーができてから建て直しも多く
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なったので、以前だと皆さんが入らないよ

うな物件も見せてくれたのですが、最近は

一般の人と同じ物件になってしまったの

で、同じ条件でということでしょうがない

かなと思いながら、そういう意味では病院

前の不動産屋さんは、多少は理解があるな

と、でもやっぱり大家さんというところで

引っかかってきてしまうので、初めから大

家さんがわかっていたなら、紹介してくれ

なくてもいいのに、というようなところも

何件かあったのですが、見て、大家さんに

聞きます、それでダメでした、だったら初

めから見ないほうがいいかなと。わざわざ

行ってダメだったなんてことで、患者さん

がショックを受けてしまって、ダメならダ

メで、いいところを見せていただくしかな

いかな。どこかに通っていますとか、私た

ちもいろいろやっています、何かあったら

来ますとかを前面に出してはいるのですけ

ど。 

 

〇中村部会長 

新垣委員がおっしゃるように、貸せ貸せ

だけではなく、社会的な理解を求めて地域

で連携していくしかない、というところで

すね。 

 

〇久保田委員 

今までの話の中で、障害者差別解消法と

いう事が出てきていないので、住居の問題

を考えるときに、この法律というのは強制

力がないにしても、法律が施行されてから

数年経っていますから、何らかの形で差別

解消法が役立ったという事例はないのでし

ょうか。もしくは、まったく役に立ってい

ないという状況があれば教えていただきた

いのですが。 

 

〇中村部会長 

合理的配慮という言葉の下に、どこまで

強制力があるかというところですが、二見

係長いかがですかね。 

 

〇二見障がい施策推進担当係長 

差別解消法が出来たからかどうかはわか

らないのですが、不動産を借りるにあたっ

て、うまく手続きが進んだ事例というの

が、この後ご紹介いただけると思いますの

で、多かれ少なかれ影響はしているだろう

と思います。 

おっしゃるとおり、差別解消法は罰則規

定が特になく、どちらかというと寄り添い

型の法律なので、それによって急に世の中

が変わるというものではないですし、合理

的配慮という考え方についても、アパート

なり住まいの確保という時に、なにか不動

産屋さんに課せられるかというと、これも

効力が発しないところで、あくまでも障が

い者に対して障がいがあるという理由で差

別してはいけないという、理念的な法律な

ので、この法律ができたということでコツ

コツと積み上げていくしかないのかなと思

っております。 

 

〇中村部会長 

今、困った事例ということで事例提供と

意見交換していただいておりますけど、こ

の後うまく行った事例というのも出てきま

すので、その中で疑問が解消するかもしれ

ません、ありがとうございます。 

そうしましたら、困っている事例で、も

う一点、１１番の事例について鈴木委員か

らご説明いただいてもよろしいでしょう

か。 

 

〇鈴木委員 
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私の場合、数年前に区画整理で２２年住

み慣れた場所から転居することになり、そ

れを機会に息子の通っている施設の近くを

探した際の出来事です。 

不動産屋さんに問い合わせる際に毎回

「息子が車いすの生活なので…」と説明を

しているのですが、案内された物件がマン

ション内はバリアフリーでも歩道から建物

に入るところに階段が５段くらいあり、毎

日、重い車いすを抱え階段を上げ下ろしで

きると本当に思っているのか、不動産屋さ

ん自身が車いすの生活がどのようなものか

分かっていないから、このような物件でも

案内するのだと感じました。また不動産屋

さんに物件を何軒か見せていただいたので

すが、各部屋に移動する際１０ｃｍ以上の

段差がある所が多く、息子自身は伝い歩き

などで移動できるので、ドアで指を挟んだ

り転倒するような危ない場所は無いか毎回

現地に足を運んで確認しました。家が取り

壊されるのになかなか引っ越し先が見つか

ず、簡単に探せると思っていたのでとても

焦りました。 

先日、役員会で第２回権利擁護部会で住

まいの確保で大変だったことや困った事例

など宿題が出ているのですが、皆さんから

何か事例などありませんか、と問いかけた

際に特に意見が出ませんでした。肢体不自

由の場合、出生や幼い頃に障がいがみつか

るケースが多く、子どもの身体の成長とと

もに使いづらくなったお風呂やトイレなど

リフォームすることで対応できているのか

もしれません。都営住宅に住んでいる方の

お宅に行った際に、柱を跨いでトイレやお

風呂を使っている様子で、車いす仕様では

ない都営住宅は肢体不自由にとって生活す

るのは大変だろうと感じました。 

肢体不自由の場合は通院など車での移動

が主になる家庭が多く、今回、転居の際に

駐車場を探すのも大変でした。また現在、

区内のあちらこちらで駐車場だったところ

に一戸建てやマンションなどが建設される

など駐車場が少なくなってきています。実

際私は２年前に駐車場を借りなおしました。

これからは車の維持も大変な時代になるの

では、と事例に書かせていただきました。 

肢体不自由の場合は、１人では住めない

ので住宅＝支援者探しが一番のネックで

す。親が元気なうちは一緒に住めるのです

が、親が亡くなった場合、家はあってもヘ

ルパーさんに夜間に来ていただくなど、そ

ういうシステム作りが無いと障がい者本人

が１人で住むのは難しいというのが現状で

す。 

 

〇中村部会長 

そういう場合の相談というのは、どのよ

うなところに相談していくのがいいのでし

ょうか。 

 

〇大越住宅計画係長 

賃貸ですと段差を解消したりですとか、

大家さんの承諾が無いと出来なくてです

ね、助成制度とかはあったりします。た

だ、実質大きな改修を賃貸物件でやった事

例というのはあまり聞かなくてですね、な

かなか進んでいないというのが現状かと思

います。 

また、都営住宅は東京都になってしまう

のですが、建て替えを行っているのが昭和

３０年代、ようやく昭和４０年代の都営住

宅の建て替えが始まりつつあるなかで、そ

のころに建てられた建物というのは、バリ

アフリーの観点は少し対応できていなかっ

たりというのはあると思います。 

改修とかであれば相談は可能なのです
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が、そもそも出来るかどうかというところ

が、大家の理解を深めていく必要があるの

かと思いました。 

 

〇鈴木委員 

賃貸なので改修までは考えていなくて、

段差があっても大きな段差と小さな段差で

は全然違うので、段差がすこしでも少ない

ものを親として目で見て探さなければとい

うことで一生懸命探しました。 

都営住宅に住んでいた方でお母様が先に

亡くなられていて、お父様が亡くなられた

場合に、契約者がお父様だったので、そこ

には住めないという事で都外の入所施設に

入られた方とかもいて、親亡き後の障がい

のある子どもは、どうやって生きていくの

か皆さん不安があります。 

 

〇中村部会長 

都営住宅は親御さんの名義だと継承権が

無くなるのでしょうか。無くならないです

よね。障がいを持ってらっしゃる場合は継

承されるかと思いましたが。 

 

〇大越住宅計画係長 

都営住宅を担当していないので、他の係

になってしまうのですが、継承できる条件

があると思います。それに該当していれ

ば、年齢であったりとかいろいろあると思

いますので、それに合致していなければダ

メだというルールだったかと思います。 

 

〇中村部会長 

権利擁護センターでもかかわっていたケ

ースで、ご夫婦で知的障がいだったのです

けれども、奥様の名義で借りていたのです

が、奥様が離婚されてお家を出られた後、

ご主人がそのまま住み続けられるよう支援

して、そのまま認められ、今でも住み続け

ているかと思いますので、無条件でという

事ではないと思いますので、そのような事

も含めて相談窓口もありますので。 

その他に、地域のお住まいの問題という

事では民生委員さんのお立場では、小宮委

員はそのような相談を受ける事というの

は、障がいを理由に断られたというご相談

みたいなのはありますか。 

 

〇小宮委員 

管轄しているところでは、そのような相

談は直接受けてはいないのですが、先ほど

言われた反社会的な方が、近所でいろいろ

トラブルを起こしていて、パトカーが夜間

に来たりした人がいたのですが、身内の住

んでいるところのアパートに住んでいて、

他のアパートに行きたいのだけれども、探

すとなかなか不動産屋さんがＯＫしてくれ

ないと。最近は年を取ってしまったので、

その人も暴れたりパトカーを呼ぶことも少

なくなってきたのですが、区役所で生活保

護を受けていて、探そうとするとなかなか

ＯＫしてくれる不動産屋が少ない。現在は

身内がいらっしゃるのでなんとか生活でき

るというところで、そういう方たちの住居

を探すというのは難しいのかと。 

それから、肢体不自由児の方で成功した

事例ですが、すぐ隣の方で、北千住にお母

さまが住んでいて、お父様がいないのだけ

れども、自活したいという事で、車椅子の

子で、ヘルパーさんが２４時間体制ぐらい

で見に来てくれていて、食事とかトイレだ

とかいろいろ見てくれて、その子も家を探

すのが大変だったみたいです。たまたま探

したところの大家さんが在日の方で、今は

アパートを経営しているのですが、若いこ

ろは住宅を探すのが大変だったので、特別
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にＯＫしてくれたという話を聞きました。

その方も高校生ぐらいのときに入居したの

ですが、現在は二十歳過ぎていて、昼間は

施設に通っていて、元気に生活していて、

たまに顔見ると「頑張っているね」と声を

かけたりするのですが、大家さんによると

は思います。 

私もアパートをやっているのですが、今

は引越ししてしまったのですが、２階に障

がいをお持ちの方がいて、１階から２階に

あげるためのリフトをお袋の為に作ったの

ですが、お袋が亡くなって使わなくなった

ので、その方に使っていただいて、今は施

設に入っているのですが、ずいぶん助かっ

たと聞いています。 

エレベーターがついているところはある

のですが、普通の賃貸アパートだと２階か

３階なのですよね、そうするとエレベータ

ーを設置しているアパートというのは５階

以上にならないと採算が合わないので、先

ほどの話しの都営住宅などは４階だと思う

のですが、昔の造りだとエレベーターが無

くて、お子さんとか肢体不自由児者の方だ

とそこまで上げるのは大変で、ヘルパーさ

んがいても２階ぐらいまではなんとか上げ

られるけれども、それ以上の階数だとなか

なかそれが出来ない。 

足立区も昔より良くなってきたので、地

価が高騰してきて固定資産税が高くなって

きたとかで、古い建物だと入居する方が少

なくなってくると、建替えて新しい建物に

しないとお客さんが入らないとか、そうす

ると建替えてしまうと、まだ居らした方が

転居せざるを得ないと。転居するにあたっ

ては、新規の場所を選択することが出来な

くなって、足立区が良くなることはありが

たいのですが。それに対して、土地を持っ

ている方の考え方が変わってきていて、マ

ンションスタイルにするのか、ワンルーム

にするとか。今、北千住に大学がかなり出

来てきたので、大学の学生さんのためのワ

ンルームマンションというのがかなり増え

てきている。ただ、ワンルームマンション

だとバリアフリーの建物とかではないの

で、そのような建物が増えてくると、昔の

２ＬＤＫとか畳の部屋とかが少なくなって

きているので、障がいがある方の住宅の選

択の余地が、昔よりは狭まっているという

のは感じます。 

 

〇中村部会長 

ハローワークさんだと就労支援がメイン

だと思うのですが、木村委員のほうで就労

支援の中で住まいの問題というのはありま

すか。 

 

〇木村委員 

就労活動する中で大きいのは、知的障が

いの方で親御さんが亡くなられた後で、お

仕事はあるけど住まいはどうするかという

ことで、会社さんがいろいろやられている

ことはあります。お仕事をそのままやって

いらっしゃる方であれば、会社さんの方で

やってくれますので。 

 

〇中村部会長 

そのような時は、会社さんと不動産屋さ

んでやっていただいているのですかね。 

 

〇木村委員 

そうですね。後は、支援機関さんと事業

所と話をしながら進めています。 

 

〇中村部会長 

ありがとうございます。それでは、一つ

目には困っている事ということで、事例提
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供、情報交換していただいたのですけれど

も、次は工夫している事、またはうまくい

った事というところで事例をご提示いただ

いていますので、こちらについても意見交

換できればと思っています。 

こちらの事例につきましては、１０番の

事例について、成仁病院の小杉委員からご

説明をお願いします。 

 

〇小杉委員 

私たちの住まいの確保ですが、先ほど新

垣委員からもお話がありましたように、普

通に成仁病院に入院されている方の住まい

を見つけたいと不動産業者さんにお話をし

ますと、私も１日かけて３０件ぐらいにか

けたことがあるのですが、全部お断りさせ

ていただきますという状況もありまして、

なかなかご理解のある不動産屋が見つから

なかったのですが、ご縁がありまして、数

は少ないながらも理解のある不動産業者さ

んが見つかりまして、先ほど保証人さんの

問題とか緊急連絡先の問題も出ていました

が、そこの不動産業者さんはとても理解が

ありまして、そのようなところを速やかに

クリアしてくれる状況がありまして、非常

に助かっているなと感じています。 

逆に言いますと、私たち住まいを探すこ

とにあまり困っていなくて、住まいを見つ

けた後の生活を、どうやって支えていくか

というところが、私たちの支援の中で中心

になってきているというのが現状です。 

もう一つは、区内に滞在型のグループホ

ームが増えてきていまして、グループホー

ムもいろいろな支援をしてくださるグルー

プホームさんも多岐にわたるので、どこま

で支援して下さるというのがグループホー

ムさんによってかなり差がありまして、施

設とまた違いまして、具体的な身体介護を

してくださる施設さんというのは、現実的

にはあまり多くはないのですが、中にはや

ってくださる施設さんもありますので、グ

ループホームさんの中でも、どこまで支援

して下さるとか、日頃から関係機関さんと

情報交換しながら、この状態の方であれ

ば、ここのグループホームさんに入れると

か、自立度の高い方じゃないとなかなか入

れない施設さんとか、そういう情報に関し

ては施設探しをする上で非常に重要になっ

てきますので、日頃からの関係機関さんと

の交流というのはすごく重要かなと感じて

います。 

 

〇中村部会長 

今のご意見を踏まえて、新垣委員いかが

ですかね。病院さん同士で情報交換みたい

なのはされたりはするのですかね。 

 

〇新垣委員 

後でその不動産屋さんのお名前を聞こう

かと思っていたところです。確かにすごく

理解をしてくださって、協力して下さる不

動産会社さんもいて、最近保証人会社さん

にことごとく患者さんが落ちられるという

現状があって、その保証人会社さんの受け

答えのレクチャーを不動産会社さんがして

下さって、リハーサルとか台本めいたもの

を作っていただいたりということがつい最

近あって、本当に落ちまくっていた方で、

だんだんと探すことをあきらめてしまった

りするのですが、そのような関係性がある

中で少しずつ広がっていく関係もある。 

先ほどの鈴木委員のお話を聞いていて、

障がい者の場合は、住宅と支援をセットで

考えなくてはいけないのかなと、住宅があ

って、そこにはかならず支援が必要になっ

て、では住宅を提供する方に、どのような
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支援があるの、安心できるのとか、そのあ

たりを精神の包括ケアシステムの中に入っ

てくるのではないかと思っているのです

が、こちらが患者さんの為にやろうとして

いる支援と、住宅を提供する側が求めてい

る支援というのは、微妙に一致していたり

違ったりする事もあるのかなと思うので、

もう少しそのあたりの意見交換をしていっ

て、包括的にその方の生活が見つけられ、

その後の生活を保証できるような形は、精

神の方にはすごく重要になってくるのかな

と思う。 

あと、福祉事務所さんにお聞きしたいの

ですが、シェアハウスというのが最近足立

区内に増えてきて、生保の方がシェアハウ

スを住宅として認定されるというのは有り

なのですか。 

 

〇後藤英樹委員 

方針としては、なるべく他を選択できる

ならシェアハウス以外でというお願いをし

ています。 

 

〇新垣委員 

無いこともないという事ですか。 

 

〇後藤英樹委員 

シェアハウスに入っていて生活保護を受

給している方というのはいらっしゃいま

す。数はかなり少ないですが。 

 

〇中村部会長 

それは順番として、シェアハウスに入っ

ていた方が生保を受けられる、それとも生

保を受けてからシェアハウスに入られる、

どちらもありですか。 

 

〇後藤英樹委員 

そうですね、明確にラインがあるわけで

はないので、いろいろな事情があってとい

う事で、我々もこうしていただく方が望ま

しいという支援をしています。 

 

〇中村部会長 

大内病院の後藤委員、いかがでしょう

か。 

 

〇後藤直弘委員 

先ほどの小杉委員のように不動産回りと

か、あまりしたことはないのですが、大手

の不動産屋さんでも私が行ったときは対応

が良くて、実際に単身で住まわれた方もい

らっしゃるのですが、いろいろな話を聞く

と圧倒的に断られたり上手くいかないケー

スがあるので、一筋縄ではいかないなと感

じています。 

グループホームは増えてきているのです

が、グループホームで上手くいかない人が

戻ってくる事も多いですし、グループホー

ムで上手くいかなかった人が、自分でアパ

ートを探したらすぐにアパートが見つかっ

て、アパートに入れたという人がいて、本

当に縁であったりとかというのを、日頃か

らの交流ですとか、ケースごとにつなげて

いってやるしかないのかな、というのが実

情なので、情報があったら教えていただき

たいと思います。 

 

〇江黒委員 

すいません、９番の①なのですが、精神

障がい者である事を話す必要を感じていな

かったので、話さず物件が見つかった、入

居できたという事が書いてあるのですが、

私も障がいのある子供を持つ親なので、こ

ういうことだと先ほど言いましたが、住宅

が見つかるではなくて、住宅を見つけた後
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の支援が大事と考えると、もし何かあった

時に、信用がなくなってしまう、大家さん

とも不動産屋さんとも。 

確かに物件を見つけるために話さなかっ

たという事情も、とても分かるのですけれ

ども、そこまでしないと見つからないのか

という、複雑な気持ちと、きちんと正直に

伝えたうえで住宅を探さないと、その後の

支援もなかなか上手く進まない場合もある

のではないかと思って、ちょっと特殊なタ

イプだと思って、読ませていただきまし

た。 

先ほども言いましたけれども、相互が安

心できる、貸した側も、借りる側も安心で

きる、信頼できるというところを必ず作ら

ないと、住宅は見つかったけれども、その

後に世話人さんとも上手くいかない、近隣

とも上手くいかない、そういう事が全てず

れて悪い方向に行ってしまうという事もあ

るので、なかなか難しいな感じました。 

 

〇中村部会長 

先ほどから、日頃からのコミュニケーシ

ョンや情報共有というところと、貸す側

も、借りる側も安心できるというのはすご

く大事な事だと思います。 

他にご意見等ありますか。 

 

〇久下委員 

話がそれるかもしれませんが、当院のデ

イケアに通っている方でシルバーピアに入

っている方がいるのですが、以前は世話人

さんみたいな方が連絡をくれたのですが、

今回換気扇から、本人が使わなかったのか

埃だらけで何かで、それがセコムさんに行

って、その管理人さんみたいな方にセコム

さんなので立ち会えないと言われたのです

が。 

 

〇大越住宅計画係長 

シルバーピアも住宅課が管理しているの

ですが、私もそこまでわからないのです

が、シルバーピアは常駐の管理人さんがい

て、さらに緊急通報システムが入っていま

す。セコムが駆けつけたという事は、おそ

らく緊急通報システムが作動して、これは

毎年委託で管理会社さんを、必ずしも毎年

セコムさんという訳ではないのですが、発

動したからセコムが行かれたのかと思いま

す。今のお話を聞くと、緊急通報システム

が発動してセコムが来たので、自分の範疇

を超えたのかと感じたかもしれませんし、

経緯はわからないのですが、本来であれば

一緒にやっていただく、出来ることをやっ

ていただくのが原則だと思います。 

 

〇久下委員 

その方は良い方なので、前はいいのです

がここからは出来なくなったのでという言

い方だったので、そこは困るなと思って。

お水を使っていなかったので、デイケア来

ていますかとか聞いてくれる人だったの

で、今度そういうのがセコム管理になった

ので、という言い方だったので。 

精神科にも７０、８０代の方もいるの

で、ちゃんと連絡くれればいいのですが、

その日に居てくださいとか、ちょっと冷た

い時があって、しばらく経ったら立ち会っ

てくれますと、中まではあれですけど、

と、やってくれたのですけど、これからそ

ういうふうに管理も変わってくる時代なの

かなと思って。 

 

〇大越住宅計画係長 

管轄する範囲が変わったのかもしれませ

んが、緊急通報システムで対応するという
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線引きがここまでとか。そういう意見があ

ったというのはお聞きしておきます。 

 

〇久下委員 

そうであれば、そういうふうに対応しな

ければいけないのかなと思ったので。訪問

さんとか入らない、ヤダというケースだっ

たので、それであれば本人に話して誰か入

ってもらうようにしなければいけないのか

なと思ったので。 

 

〇中村部会長 

他は大丈夫でしょうか。もう一つ、５番

の内田委員からのケースについてご報告い

ただきたいのですが。 

 

〇内田委員 

８ページの５番①です。 

グループホームでの訓練が順調に進み、

アパート転宅が出来る方、この方について

はまず不動産屋さんに連絡を入れて、病

名、生保などを伝えたうえで受け入れをし

てくれる大家さんを探してもらっていま

す。ＯＫの時はＦＡＸで物件情報を流して

もらい、その後メンバーと同行して窓口に

行きます。初めから窓口に行くと門前払い

は珍しくなく、何件行っても見つからない

ために、心身ともにメンバーさんも疲れて

しまうという状況になってしまいます。過

去にグループホーム卒業生がアパート転宅

して、数年間経っても問題なく生活が送れ

ているという実績を積み重ねながら、卒業

生がお世話になっている不動産店にお願い

すると、より探しやすくなっています。ま

た、保証人については今の制度では必要な

いらしく、保証人協会を通じて緊急連絡先

は必須、クローズで探すほうが物件は探し

やすいのですが、万が一トラブルになる可

能性があるので、クララでは必ずオープン

で受けてくれる不動産屋さん、保証人協会

さん、大家さんで探しています。 

②１人暮らしが難しいと判断した時。関

係者、これはご本人・家族・医療・福祉・

保健・通所先などで検討を行っています。

救護施設などに申込みをする場合は、東京

都の救護施設の待ちが、現在１年から１年

半ぐらいかかるために、グループホーム利

用途中で生活能力の見極めをして、救護施

設の見学、申し込みを行い、グループホー

ムの期限内に次の住まいに引越しをしてい

いただいています。この方法を取らないと

行き場を失ってしまう方が出てしまうため

に、必ずつなぎが良くできるように住まい

から住まいという方法を取っています。 

③１人暮らしが出来る目安としてです

が、グループホームで生活をしていただく

中で、グループホームから施設に移ってい

ただくのか、もしくは単身生活が出来るの

かという目安です。１番目に火の始末が出

来る事、２つ目に通院服薬が出来ている

事、３つ目に金銭管理が出来ている事、こ

の３点が１人暮らしをするために重要と考

えています。グループホームでの練習を行

い、１人暮らしを実現するためには、これ

らが必要と思います。以前は、食事の管理

ということが言われていたのですが、食事

の管理は配食弁当などで対応出来たり、総

菜等で購入して食べることが出来るので、

これは出来なくても問題ないかなと思いま

す。衛生面については、ヘルパーサービス

に依頼して、ゴミ捨て、掃除、入浴の支

援、洗濯などをプランに入れて対応できて

います。今、お伝えした１番から３番につ

いては毎日の事で、自立及び自ら律する自

律が出来ていないと、１人暮らしは難しい

と思います。 
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④その他の住まいなのですが、高齢の方

にはシルバーピアに入られた方、ケアハウ

ス、これが軽費老人ホームに入居した方、

また介護が必要な方については介護保険適

用の施設に入所するなどで探させていただ

いております。以上です。 

 

〇中村部会長 

すごく的確に書いていただいて、わかり

やすい事例になっています。皆様の方から

いかがでしょうか。 

 

〇森澤部会長 

今のお話から少しずれるかもしれないの

ですが、私が以前いた千住地域で支援した

方に、グループホームから１人暮らしをす

るので退居されるという方の物件探しを、

Ｂ型施設に通われていた方にしたことがあ

るのですが、そこで不動産屋さんがグルー

プホームの方に、卒業生を受け入れてくれ

るアパートという事で紹介して下さったの

ですが、いろいろ不動産屋さんにご相談に

行く事が毎日というか、日々あって、その

不動産屋さんが次は紹介できないとおっし

ゃったときに、転居先を探すのはとても難

しかったなというところで、千住地域では

オープンで受け入れてくれる不動産屋さん

がなくて、様子を見ると、そういう物件は

ありませんと、話を聞く前に追い返されて

しまう。ひどいところですと、生保内の物

件はありませんということで、５万３，７

００円以下の物件、そこはそれ以上なので

すよ、全て、というような断り方をされて

しまう不動産屋さんも多かったので、この

ようなオープンで受け入れてくれる信頼関

係を築ける不動産屋さんを探すのがとても

大切だなと思いました。 

すこし伺いたいのですが、そういう方の

グループホームですと、引越しもすべてグ

ループホームの職員さんがお手伝いして下

さると思うのですが、他のところですと

か、支援機関さんはどのようにされている

のか、実際に引越しされるときはメンバー

さん１人で、ヘルパーさんもいなかったの

で、事業所の職員もそこまでは出来なくて

１人で引越しされるケースがあるのですけ

れども、どこにそのようなお願いをしたら

いいのかというのを、皆さんにお伺いでき

たらと思って、住まいを探した後の引越し

をどう支援しているのかというのをお伺い

したいなと思いました。 

 

〇中村部会長 

今のご質問はいかがでしょうか。内田委

員のところで何かケースがありますか。 

 

〇内田委員 

グループホーム以外ですので、民間から

民間という感じですよね。 

 

〇森澤会長 

そうですね、グループホームではすべて

引越しまでをやっていただけるのか。 

 

〇内田委員 

グループホームでは物件を探すところか

ら一緒にやらせていただいていて、話がず

れるかもしれないのですが、先ほど出た障

がい者差別解消法の部分で、本来ですとこ

の法律が出来たことでオープンにしないで

探して良いと思うのです。私は障がい者で

す、こういうことがあるけど入れてくださ

いということは、言う必要がないというよ

うな法律だと思うのです。だけれども、実

際そのとおりに言わないで探したときにト

ラブルが起こった時に、それは聞いていま
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せんでしたよと言われたときに、一番つら

い思いをするのはメンバーさんなので、そ

のような意味でお伝えさせていただいてい

るのです。 

お引越しをするにあたっても、断られて

しまうような不動産屋さんですと、何度行

っても断られてしまうので、次に新しいと

ころを開拓するか、不動産屋さんによく言

われるのが、薬をしっかり飲んでいたりと

か、通所をしっかりしている方については

問題ないかと思うのですが、マスコミを騒

がしているような方たちというか、通院も

していなくて服薬もしていなくてという方

たちが問題を起こしてしまって、それが大

きくなってしまって、地域で過剰に反応せ

ざるを得ないような状況になってしまうと

いうのがあると思うのですよ。そういった

ところでは、不動産屋さんも、もしかした

らそうなってしまうのではないかとか、大

家さんもできればそういうリスクを背負い

たくはないというところがあると思うので

すが、そういった問題の中で貸して下さる

ところを、かなり広く探していかなくては

いけないのかなと感じます。ごめんなさ

い、話が飛んでしまって。 

どのグループホームも、お引越しする時

に関しては、すべて一緒に探させていただ

いていて、お引越し先のお部屋のセッティ

ング等もやらせていただいています。引越

しとなった時は、ヘルパーさんが入ってい

ないと、どなたがお手伝いするかという

と、ボランティアになってしまうので、通

所先の方なのか、保健師さんとか福祉士さ

んとか、どこまで行政の方でもサービスが

入っていない中で動いてくださるというの

を、教えていただけたらと思います。 

 

〇中村部会長 

精神の方については保健師さんがついて

いらっしゃると思うのですが、そのような

ところでどこまでお手伝いをされるのかと

いうのを、上原係長にお聞きしてもいいで

すか。 

 

〇上原精神保健担当係長 

お引越しされる前に極力荷物は少なくし

て、整理してというところでは、ヘルパー

さんが入っていただいている方は、そこの

ところを。引越しだからと言って、ヘルパ

ーさんを増やすことはできないのですけれ

ども、日頃から計画的に患者さんと一緒に

荷物を少なくしていただいてというところ

をやって、当日のお手伝いについては制度

としては無いので、当事者の方のお友達で

あったりとか、ご家族に頼っているのが現

状かなというところです。 

 

〇中村部会長 

仮にその方が生保を受けている方だと、

手立てはあるのでしょうか。 

 

〇後藤英樹委員 

生活保護の受給者が転居する場合は、ア

パートを見つけるとことから基本的にはお

一人でやっていただいて、必要な費用を給

付するという形なので、積極的にというの

はないです。最後の最後というか、障がい

の援護の方もそうなのですが、いろいろな

状況を目の当たりにして、誰も手を差し伸

べる状況がなければ、業務内でやるという

のは全く無いわけではないです。 

 

〇山崎地域生活支援担当係長 

自立支援協議会全体の事務局をしており

ます、障がい福祉センターあしすとの山崎

です。２年前まで千住福祉事務所の保護係
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長をしておりましたので、今の件で少しお

話をさせていただきます。 

引越しのお手伝いですが基本的にワーカ

ーはやりません。ただ、生保の場合は後藤

課長がおっしゃったように、引っ越し代が

出るので、引越し屋さんがまるっとやって

くれるところがあるので、もちろんその中

で一番安いところにお願いするというのは

あるのですが、本当にご高齢の方とかで、

どうしてもというときは中で確認して、会

議等経てからお願いしてやっていただいて

いるところとかは、何件かありました。段

ボール詰からとかですね。実際、段ボール

持っていったら、本人がドアを開けてくれ

ないとかトラブルもありましたが、そのよ

うな事がありました。 

あと、先ほどのシェアハウスの事です

が、シェアハウスがどうとかよりも、平成

２５年ぐらいからだったかと思いますが、

単身の住宅扶助に面積要件がついていま

す。基本５万３，７００円ですと、１６㎡

を超えないといけない。これのハードルが

結構高いです。千住はこれがすごく高くな

っていまして、先ほど森澤部会長がおっし

ゃっていたように、千住でなかなか見つか

らないというのも、これは障がいがなくて

も見つからないという現状があります。一

方で、古いアパートの建て壊しが結構あっ

て、探そうとなると風呂なしとか本当に古

いところでやっと４万５千円とか、という

ような状況があって、なかなか１６㎡クリ

アというのは難しい。千住以外ですと探せ

るというのはあるのですが、シェアハウス

も同じ理由です。面積要件があるので、面

積によって家賃が変わってくるのですね、

そこをクリアするとなるとシェアハウスは

面積要件で引っかかってきて、家賃が合わ

なくなる。ということがあって現実的には

なかなか難しいという事を補足させていた

だきます。 

 

〇名久井委員 

この保証協会というのは、保証会社の事

ですか。費用はいくらくらいかかるのです

か。 

生保の方の話しがありましたが、私の知

っている方で、足をくじいて、２階に住ん

でいて生保を受けていたのですが、もう２

階に上がれないという事で、生保の担当者

が来て、舎人ライナーの駅の近くに引っ越

したのだけど、とても親切にやってくれた

と。それで保証人がいないのですね、それ

でどうしたのと聞くと、全部生保の方でや

ってくれたよと、これは本当にやってくれ

るのですか。 

 

〇山崎地域生活支援担当係長 

ケースバイケースなのですけど、生保が

断られるというよりは、私が現場で感じて

いたことなのですが、生保を受けますよと

いう不動産屋さんが逆にいるのは事実で

す。今、住宅扶助について福祉事務所から

家主さんに直接払うという事をやっている

のですね、全部が全部ではないのですが。

それを前提に、とりっぱぐれがないなら、

というところで、生保を受けてくれる不動

産屋さんがあるのはあります。その延長線

上で緊急連絡先があれば、というのがあっ

たなという記憶があります。 

 

〇中村部会長 

保証会社の方で、いくらくらいでやると

いうのはありますか。 

 

〇山崎地域生活支援担当係長 

保証会社のお金も生保で出るので。基準
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が少しわからないので。 

 

〇大越住宅計画係長 

障がい者によってですが、家賃の５０％

から７０％ぐらいです。５万円ですと、２

万５千円ぐらい。１クールの２年間の更新

までです。 

 

〇新垣委員 

さっき森澤さんが言っていたように、引

越しの問題って、住宅の確保をして引越し

する時になかなか、具体的に単身の方で身

寄りがない方だと、お手伝いしてくれる人

がいないという現状と、ヘルパーさんは基

本は引越しとか大きな荷物を動かすとかと

いう業務はやっちゃいけないけど、出来る

範囲でお手伝いしてくれるヘルパーさんも

いたりするのですけど、そこも今グレーゾ

ーンというかあまり支援が無い部分かな

と。引越し屋さんや業者さんもある程度は

やってくれるのですが、ある程度までは自

分たちで準備をしなければいけなかった

り、捨てる物は分けて粗大ごみで出すと

か、本当にそこはサポートが薄い部分なの

かなと、だれが、どこがサポートするとい

うのもあまり明確になっていなくて、本人

との関係性の中で、この人だったら手伝っ

てもらえるけど、あまり知らない人が入っ

て来るのはちょっとというようなのが、精

神の方だとあるので、そのあたりを臨機応

変な、選べる支援というのがあるといいか

なと。病院はケースワーカーがジーパン履

いていると、今日誰の引越しだ、みたいな

世界で、あとはいいからとにかく移動だけ

はしなくちゃみたいなね。 

今後課題になるのかなと。ずっとは要ら

ないのだけど、一時、引越しの時、手続き

等含めてちょっと濃厚な支援が必要になる

時が住宅の問題にはかかってきますよとい

うのがあるかなと思いました。 

 

〇中村部会長 

実際、誰がお手伝いの調整するのかとい

うところでは、一番グレーなところで、グ

レーなところが得意なのは社会福祉協議会

なのかも知れないのですけれども、本当の

ところ言ってしまうと、私がいる権利擁護

センターあだちでは、地域福祉権利擁護事

業のお客様、精神の方もいらっしゃいます

し、知的の方もいらっしゃるのですけれど

も、必ずチームで支援しているので、うち

以外にも事業者さんがいたり、ケアマネさ

んがいたり、ワーカーさんがいたり、計画

相談員さんがいたり、保健師さんがいたり

というのがあるのですが、どこも動けない

時ってどうしてもうちにお鉢が回ってくる

ことが結構ありまして、住宅から他県の障

がいの施設に転居するときに、都住の引き

払いは誰がやるのと言ったときに、直接う

ちがやったことがありましたし、変な話、

その家は猫が３匹いて、押し入れから出て

来ないので押し入れから引っ張り出して、

千住保健所にお願いして、一日だけ駐車場

の車の中に猫を置いて、翌日世田谷に連れ

て行ったりとかやったりですとか、私が前

いたヘルパーステーションでは、どこもで

きなければ、業務ではあるのですが、本来

の業務以外で動いたりですとか、お手伝い

はさせていただくことはあるのですが、私

が責任者として職員に言うのは、どこもで

きない場合はやむ得ないこともあるのです

が、みんなで順番にやってねと、うちだけ

が全部やるのではなくて、率先してやるの

はうちで構わないから、次はどこどこさん

お願いねと、みんなでシェアしていかない

と、うちだけというのは出来ないので、と
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いうのは事例としてそのような事があるの

ですが、グレーな部分で誰かがやらなけれ

ばいけないところでは、最後は腹据えてみ

んなでやるしかないのかなというのが、現

場で支援していると見えてきます。 

 

〇江黒委員 

グレーなところで、という話があったの

ですが、ここにいる方たちはヘルパーさん

のサービスを使ってゴミ捨てやお掃除、毎

日やらなければいけないお金の事とか、頓

服の事とかというのは、出来るかもしれま

せんが、発達とか精神とか、知的とかとい

うのは、こんなことは出来るのに、こんな

ことが出来ないのという、ものすごい差が

あって、福祉につながっていればまだいい

のですが、福祉につながっていない方も

多々いるのですね。発達とか、大人の知的

とか精神とか。 

そうなったときに何かあった時につなが

るのですね、福祉に。親が亡くなって汚部

屋になって臭くなって、近所から通報があ

って実際に行ってみたら、親御さんが亡く

なっていて部屋がものすごいことになって

と、ちょっとお子さんに知的な障がいがあ

って福祉につなぎました。それまで福祉に

つながっていなかったというのが不思議な

ぐらいの状態で、内田さんのところもそう

なのかもしれませんが、そういう状態で来

た人っていますか、福祉につながらない

で、よく今まで福祉につながらないで頑張

ってきたねという人っていましたか。 

 

〇内田委員 

そのような方が大半を占めています。例

えばご家族と一緒に住まわれている方たち

というのは、ご家族が一生懸命守って生活

してきているので、実際に一生懸命いろい

ろやっていただいたご両親が体を壊された

り、亡くなられてしまったときに、一人部

屋に残されてしまって、そこから問題が出

てきてしまうという方たちは、結構多くい

らっしゃいます。 

それでグループホームに入られて、いろ

いろな事をやってもらっていたので、洗濯

機の回し方もわからなかったり、いろんな

ことがわからない方たちが多くいらっしゃ

るので、そこはいちからの練習になってく

る。 

 

〇中村部会長 

いま、江黒さんがおっしゃった福祉につ

ながっていないというのは、何のサービス

にもつながらないでここまでやってきたと

いう事ですか。 

 

〇江黒委員 

そうですね、学校は足立特別支援学校を

出ているのに、企業就労できたのでそこで

福祉とは縁が無くなって、愛の手帳ももう

いらないという本人の意思と、家族の意思

で、そこでプツンと切れちゃうのですよ

ね。 

本当は企業就労しても、３年ぐらいは足

立特別支援学校でトラブルがあった時は支

援しますと言っているのですが、親は一般

就労できたことに満足してしまって、その

後の事が、これからの長い人生に関わって

くるのに、就労できたことがすごく嬉しく

て、福祉とはつながらなくてもうちの子は

生きていけると思ってしまって、自ら福祉

と離れてしまうという現状がとても多くあ

ります。 

そこが大人になって、問題を起こしてし

まったり、事件を起こしてしまったりとい

う方たちが、福祉につながっていない方が
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多いですね。今みたいに来た時に、福祉に

つなげるというのは、地道な活動ですがそ

のようにしていくしかないなと実感してい

るところです。 

 

〇中村部会長 

その場合の、愛の手帳もいらないみたい

なのは。 

 

〇江黒委員 

手続をしない、もう更新しないという。 

 

〇中村部会長 

そこで切れてしまうと、その後、再発行

みたいな事は。 

 

〇江黒委員 

本人がしない限りはないのではないです

かね。 

 

〇二見障がい施策推進担当係長 

手帳は返還できるのですね。ご本人が、

いらないという感じで。でも返還されても

ご本人の状況を確認した書類は東京都に残

っているので、再発行は出来ます。 

就労して手帳返還して、就労支援機関と

も断ってしまうということが、実際にある

のだと思うのですが、それだと元々障がい

者枠で雇用されていれば、手帳を返還して

ということになってしまうと、その枠から

も外れてしまうとか、企業側は助成金の問

題であったりとか、ハローワークさんとの

関わり方も変わってきたりとかするので、

あまりそのような事の無いように学校でも

指導はしているのだと思うのですが、卒業

してしばらくたってそうなると、確かにど

こからも声がかからない可能性は出てくる

かもしれないです。 

 

〇中村部会長 

手帳を返還されると、その後関係機関は

後追いとか全然しないのですか。 

 

〇二見障がい施策推進担当係長 

ご相談があれば行くと思うのですが、拒

否という感じで返されてしまうと、こちら

からのアプローチは難しいかもしれないで

すね。 

 

〇江黒委員 

更新しなきゃいけない時期に更新しない

とか、サービスの更新もしないとか、しな

いとそのままになってしまって、というと

ころもありますよね。本当にご本人さんと

ご家族さん次第の考え方なのですけど。 

 

〇中村部会長 

そいう時には、同じ親の会の方とかでア

ドバイスしあったりとかは。 

 

〇江黒委員 

そのような時に、このあいだ連絡が来

て、つながっていないのと聞いたら、つな

がっていないと。 

学校を中退してしまったので、その時点

で子供が外に出られないので、福祉サービ

スも使いたくても、家から一歩も出られな

くて、暴れちゃって。だから、福祉サービ

スも使わないという事で更新してないです

と言って、ちょっと問題が起きて、えっ、

みたいな事になっちゃうのですよね。 

実際わかった事例は本当に一部で、就労

の時に入っていても、つながってはいるけ

ど全然お世話になっていないとか、サービ

スを使っていないとか、そういう方が多々

いると思います。 
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〇中村部会長 

今日は、それぞれの障がいに関わってい

る方がお集まりいただいているところで、

それぞれの障がいで悩み事ですとか、解決

策というのは一個一個違うとは思うのです

が、それでもやはり地域でつながって、地

域の資源をどう活用して、ニーズをつかん

で困っている人に手を差し伸べられるかと

いうところでは、行政であったり社協であ

ったり、関係機関のみなさんで、やはり連

携していくしかないのかなというのが、あ

りきたりな答えなのですが、そのようなと

ころしか見つからないところなのですが、

様々なご意見を皆様から頂戴いたしまし

て、いろいろな情報共有が、僕なんかも思

っていなかった皆さんの心配事、困りごと

みたいなものが見えたところで、また今後

もこういった形で、今回は合同開催という

ところで、いつもよりは広い情報共有が出

来たのかと思うのですが、ますますこのよ

うな会議の中でみなさんのご意見を聞きな

がら地域の支援を行政ともども進めていき

たいと思ったところです。 

最後に、もうお時間も迫っているところ

で、まとめを森澤部会長からいただきたい

と思います。 

 

〇森澤部会長 

皆さんからたくさんのご意見をいただい

て、貴重な情報共有、意見交換の場だった

なと改めて考えさせられました。住まいの

確保と言っても、幅広く、足立区の土地の

事だったりとか、そのような状況からいろ

いろな支援の協力体制からいろいろなこと

が関わってくるのだなということが改めて

感じ、先ほどご意見いろいろありました

が、私たちも貸してほしいと言うだけでは

なく、不動産協会の方たちにもアプローチ

しながら、私たち自身が支援をしている人

たちが、どのような事が障がいであって、

どのような事に困って生きづらさを感じて

いるのか、どのようなところをこちらで支

援して行くから、安心して貸してください

ということを、歩み寄った形で作り上げて

いけるのかという事が、必要であるのかな

と思っております。 

また、住まいの確保について横のつなが

りが、良い不動産屋さんを紹介しあったり

とか、まだまだなかなかつながっていない

のかなという現状もあるかと思いますの

で、今後支援をしていくうえで、横のつな

がりも、ここにいらっしゃる方たち以外に

も、広く大切にしながら情報共有、情報交

換して、新しい何かを創り上げていけたら

いいと思っています。 

本日は貴重なご意見ありがとうございま

した。 

 

〇中村部会長 

ありがとうございます。この場であの不

動産屋さんが、みたいな話はしづらいと思

いますので、名簿もついていますので意見

いただいたのがどこのどなたかというのは

皆さんわかっていると思いますので、情報

共有をしていただければと思います。 

それでは、意見についてはおしまいにし

たいと思います。今日は多数の事例を挙げ

ていただいてありがとうございます。なか

なか、全てを取り上げることは出来なかっ

たのですが、今後の参考にさせていただき

たいと思います。それでは、司会を事務局

にお返しさせていただきたいと思います。 

 

〇樋口精神保健係長 

中村部会長ありがとうございました。み
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なさん長い間、ご協議いただきありがとう

ございました。 

 

４ 事務連絡 

精神医療部会は、次回の日程が決まり次

第ご案内いたします。 

権利擁護部会については、１１月１９日

火曜日、午後２時から４時まで。場所は千

住庁舎の２階会議室を予定しております。 

 

 

（了） 


